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特別損失の発生及び業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 
 

 この度、当社において下記のとおり、特別損失が発生いたしますので、その概要をお知らせすると

ともに、本日開示いたします「平成２５年３月期 第２四半期決算短信（非連結）」と平成２４年８月

１０日に公表しました業績予想について、下記のとおり差異が発生しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の発生及び内容 

 新株発行差止仮処分及び不正調査委員会設置費用など今後の未確定な費用の支出に備え、訴訟関連費用

引当金15,000千円を計上いたします。 

 その他、減損損失と合算し18,139千円を特別損失として平成２５年３月期第２四半期累計期間において

計上いたします。 

 

２．業績予想の修正について 

第２四半期（累計）業績予想数値の修正（平成２４年４月１日～平成２４年９月３０日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ３,２００ ３２ ２８ ２３ ３.０５ 

今  回  発  表  値  （Ｂ） ３,００４ ４６ ３１ ２０ ２.７４ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１９６ １４ ３ △３  

増 減 率            （％） △６.１ ４３.８ １０.７ △１３  

前期実績（平成２4 年３月期第２四半期） ２,７８０ ４１ ３６ ２５ ３.３９ 

 
３．業績予想 差異の理由 
    当社の主力とする石油事業では、直営、直販に於いては、売上高は計画をやや下回りましたが、「車

検」や「洗車」など燃料油以外の商品で売上総利益に改善傾向が見られたほか、卸部門においても既

存客のシェアアップや新規開拓、油槽所の稼働率アップにより、販売数量、営業利益共に計画を上回

りました。専門店事業においては、売上高は震災特需の反動を受け計画を下回りました。四半期純利

益においては、上記記載の特別損失の計上により 20 百万円となりました。 
今後の見通しにつきましては、石油事業においてはサービスステーション部門では引き続き増客、増

収をめざし、卸部門では冬季に向け更なる販売数量の増加、専門店事業においては、新しい店舗での展

開を含めた売上増加を進めていきます。 
一方、不動産事業の自社ビルにおいては現在、耐震診断中であり、今後、最新基準の耐震補強工事及

び改修に伴う費用に加え一定期間の賃貸収入減を考慮する必要があることから、専門家と協議し最適な

ビル運営を模索しております。 
これらを要因に、現時点では平成 25 年 3 月期業績予想は困難であると判断し、修正を行わず据え置

くことといたします。 
 

以 上 


